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【主な経歴】
昭和 56 年　日本大学芸術学部映画学科
　　　　　 監督コース卒業
昭和 62 年　劇団 Dotoo!（ドトｵ！）を結成
平成 3 年　映画「就職前線異常なし」で
　　　　　 シナリオライターデビュー。
　　　　　 以降、多数の映像や舞台の脚
　　　　　 本を執筆

福田　卓郎 さん
（昭和 36 年三島中央生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

　私は昭和 36 年に伊予三島市で生まれました。私が子ど
ものころは、伊予三島市にも映画館がいくつもありまし
た。記憶では3～ 4館、川之江市にも数館あったはずです。
　中でも、よく通ったのは三島東映とキリン館。朝から
お弁当を持ってゴジラなどの怪獣映画を何度も見ていま
した。「ゴジラ・エビラ・モスラ」や「怪獣総進撃」、東
映まんが祭りで見た「長靴をはいた猫」や「ガンマー第 3
号宇宙大作戦」など、今でもそのころの記憶が鮮明に残っ
ています。
　そして、その頃の体験が今の自分の仕事に繋がってい
ます。もちろん最初は見ることが好きでした。それが、
いつの間にか自分もこんなわくわくする物語を作ってみ
たいと思うようになったのです。決定的だったのは 17 歳
の時。新居浜市の新宝館で「スターウォーズ」の洗礼を
受け、その気持ちが固まりました。そして映画やドラマ
をやりたいと東京へ…
　そんな私の原点ともいうべき地元の映画館も今はゼロ
です。世の中はシネコン全盛で、まちの小さな映画館が
無くなっていくのは時代の流れなのかもしれません。し
かし、あの映画館の暗がりが自分を育ててくれたように、
文化的な体験をする機会や場所は大切です。
　映画だけでなく、演劇や音楽だって同じです。情けな
いことに私は、市民ミュージカルの台本を頼まれるまで、
四国中央市は文化的なことに関心の薄いまちだと思って
いました。でも大きな間違い。市民ミュージカルのみな
さんも元気ですし、個々で精力的に演劇をしている方々
もいます。それに、新しい市民文化ホール（しこちゅ～
ホール）に 200 人程度の小ホールがあるのは、とても素
敵なことだと思います。市民が背伸びせずに何かを発表
する場ができたのではないでしょうか。歌でも躍りでも
なんでも良いのです。ぜひこの機会に、見るだけではなく、
やる側への一歩を踏み出してみてください。もちろん自
分も公演できるようにがんばりたいと思っています。

劇団 Dotoo! 主宰 脚本家・演出家

　初めまして。私は、小学校時
代から少しずつ日本語を学び、
兵庫県や沖縄県石垣島でホーム

ステイをしたことがあります。先月まで岩手県大船渡
市で ALT（外国語指導助手）として働いていました。
　私は合唱が好きです。岩手県でも地元の合唱団に所
属していました。合唱をすると友達ができ、世界が広
がります。音楽は世界共通言語だと信じています。日
本の演歌や詩吟にも興味があります。西日本で働くこ
とは初めてですが、とても楽しみにしていますので、
これからよろしくお願いします。

新しい国際交流員を紹介します！

　備品整備などのためにと、企業や団体の皆さまから
多くの寄附や備品を寄贈していただきました。寄附金
は、イベントのほか、展示パネルや音楽備品、プロジェ
クターなどの整備に活用させていただきます。

【寄附・寄贈いただいた皆さま】
カミ商事株式会社、川之江中央ライオンズクラブ、国
際ソロプチミストイースト愛媛、四国紙販売株式会
社、四国中央市文化協会旧三島支部、株式会社四国中
央テレビ、シンワ株式会社、大王製紙株式会社、株式
会社大昌鉄工所、福助工業株式会社、プチ・ムジカ、
丸住製紙株式会社、三木特種製紙株式会社、妻鳥地区
土地改良区、ユニ・チャーム株式会社

（敬称略、五十音順）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）に寄附・
寄贈いただきました

西川建設株式会社から児童書を寄贈いただきました

　今年も子どもたちの読書
活動推進のため、西川建設
株式会社（西川友義社長・
金生町下分）から、たくさ
んの本を川之江・三島・土
居図書館へ寄贈いただきま
した。

ダニエル・クルーズ　さん
（アメリカ西海岸オレゴン州
ポートランド市出身）


